






町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

仲間へ大声援送り、全力プレー　町内３小学校で運動会 開催

　町内各小学校で運動会が開催されました。（只見
小・明和小：５月１６日、朝日小：５月２３日）
　応援合戦では、紅組白組が大きな声で互いに鼓
舞し合いました。短距離走や玉入れ、借り物競争
の他、宝拾いや綱引きなど来場者や保護者が参加
する競技が行われました。運動会の最後を飾った
全校リレーでは、児童たちがバトンをつなぎ、最
後まで懸命な走りを見せました。
　会場を訪れた保護者らは、一生懸命頑張る子ど
もたちに盛んに拍手を送っていました。

▲「ダンシング玉入れ」（只見小）カゴ目がけて精一杯投げました。 ▲「全校綱引き」（朝日小）息を合わせて力いっぱい引きました。

▲「明和の風になれ！！」（明和小）ゴールを目指して全力疾走！
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ご意見ご要望もお気軽にお寄せください。　　総務企画課　☎ 82－5210　Fax 82－2117

「かるがもクラブ」開催
ベビーマッサージで親子のコミュニケーション

生きものと醸
かも

す未来を守っていく
「農と自然と地域社会を考える」
セミナー・生きもの調査・田植え体験 開催

初夏の登山シーズン始まる　只見四名山の要害山で山開き
　只見四名山の一つである要害山の山開きが５月１０日に開催されまし
た。出発式には町内外から多くの登山者が訪れ、只見四名山の登山の安
全祈願を行いました。登山者は山中の植物や頂上から見える景色を楽し
みました。
　下山後はインフォメーションセンターで登山バッジが配られました。
登山バッジは四名山それぞれのデザインが用意されており、登山をされ
た方に先着で配布しています。（無くなり次第終了。会津朝日岳はいわな
の里で配布。他三山はインフォメーションセンターで配布）

▲安全祈願を行う登山者

▲背中をとんとん。アイコンタクトも大切です。

▲子どもから大人まで約100人が手植えを体験しました。

◦要害山　　　５月１０日（済）　◦蒲生岳　６月　７日（済）
◦会津朝日岳　６月１４日　　　◦浅草岳　６月２８日

只見四名山
山開き日

　令和８年度第１回かるがもクラブが５月２０日、
保健福祉センターで開催されました。
　今回は福島県助産師会 会津会の吉田麻弥さんが
講師を務め、ベビーマッサージの効果や方法につい
て説明しました。ベビーマッサージでは音楽に合わ
せて赤ちゃんの身体を撫でたり触ったりすることで、
触覚や聴覚などを通じたコミュニケーションを取り
ます。７組の親子はポイントを教わりながら、ふれ
あう時間を過ごしました。
　かるがもクラブは本年度、全１０回開催されます。
参加は無料で、原則予約不要です。次回は７月８日
（水）に開催予定です。

　只見の農と自然と地域社会を考える地域セミナー
「生きものと醸す未来～越後と佐渡と鳴門の事例に
学ぶ～」（合同会社ねっか主催）が５月１５日、朝日
公民館で開催されました。新潟大学自然科学共生科
学センター教授の河口洋一博士が講師を務め、コウ
ノトリやトキを活かした農業振興を解説しました。
　翌１６日には深沢集落内の水田にて、生きもの調
査や田植え体験が行われました。参加者は水田にい
る生き物を網を使って探しました。田植え体験では
初めて手植えを体験する人もおり、泥の感触に歓声
をあげながら丁寧に苗を植えました。　
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町の話題 皆さまからの身近な情報をお待ちしています。

只見地区の神社をめぐる　只見町民ハイキング開催

暑い夏を前にすっきり
只見小児童がヒツジの毛刈りを見学

農業は大変、でも楽しい！　町内小学校で田植え体験
　町内３小学校は、町内農家の協力のもと（只見小：新國真也さん、太陽さん、朝日小：藁谷友活さん、
明和小：馬場由人さん）、田植え体験を行いました。
　児童は、田んぼの感触を楽しみながら苗を植えました。児童は「泥だらけになって農業は大変だと思
った」「去年よりも上手くできた」「初めて手作業で田植えをして、良い経験になった」と感想を話しま
した。また、児童は農家に質問したり、田植え機に乗って機械での田植えを体験したりしました。

　「只見町民ハイキング」（只見地区地域づ
くり委員会主催・只見公民館共催）が５月
２４日、只見線広場をスタート・ゴールに
開かれ、町民約４０人が参加しました。
　参加者は只見線の見送りをしたあと、滝
神社から三石神社、只見スキー場をまわる
約２．５㎞のコースを歩きました。参加者
には参加記念品のほか、ゴールした後の抽
選会でTシャツやマグカップなどが贈られ
ました。

　（株）新国農園で飼育されているヒツジの毛
刈りが５月２２日行われ、只見小の児童が見
学に訪れました。ヒツジの毛刈りは一般的に
年に一度、夏に向けて５月から６月ごろに行
われます。
　３頭のヒツジ「メメ・ムム・モモ」は横に
寝かせられて、バリカンで丁寧に毛を刈られ
ていました。ヒツジは毛刈りされている最中
も大人しく、児童らはその様子や刈られた後
の羊毛、ヒツジが餌を食べている様子などを
興味深々で眺めていました。

▲あいにくの雨でしたが、楽しく歩きました。

▲羊毛に含まれる油が少なく、スムーズな毛刈りでした。

▲朝日小（６月１日）▲明和小（５月25日）▲只見小（５月12日）
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会
津
大
×
大
正
大
の
学
生
団
体
「
え
ん
び
ゃ
れ
」

地
元
住
民
ら
と
交
流
、
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
る

　

上
福
井
出
身
の
堀
金
康
太
さ
ん
（
大
正

大
地
域
創
生
学
部
２
年
）
が
代
表
を
務
め

る
学
生
団
体
「
え
ん
び
ゃ
れ
」
が
、
町
内

で
地
域
と
学
生
が
交
流
す
る
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。　
　

　
「
え
ん
び
ゃ
れ
」
は
会
津
大
学
と
大
正

大
学
の
学
生
ら
で
構
成
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
サ
ー
ク
ル
で
す
。
団
体
名
は
只
見
弁

で
「
一
緒
に
行
こ
う
」
と
の
意
味
が
あ
り

ま
す
。
双
方
の
大
学
の
強
み
を
活
か
し
、

若
者
が
只
見
町
に
関
わ
り
続
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
作
ろ
う
と
発
足
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
堀
金
さ
ん
は
、
４
月
６
日
に
役

場
町
下
庁
舎
を
訪
れ
、
渡
部
町
長
や
目
黒

副
町
長
に
、
故
郷
の
課
題
や
解
決
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
「
え
ん
び
ゃ
れ
」
の
学
生
ら
22
名
は
、

５
月
３
日
に
実
施
さ
れ
た
上
福
井
集
落
の

普
請
に
参
加
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
に
教

わ
り
な
が
ら
、
慣
れ
な
い
水
路
の
清
掃
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

堀
金
さ
ん
に
協
力
す
る
会
津
大
Ｏ
Ｂ
の

大
谷
弦げ

ん

さ
ん
は
「
地
元
の
方
に
と
っ
て
普

請
は
大
変
な
労
働
だ
と
思
う
が
、
自
分
た

ち
に
は
身
体
を
動
か
せ
る
良
い
機
会
。
只

見
町
に
近
い
会
津
大
が
積
極
的
に
地
域
に

関
わ
れ
る
よ
う
、
効
率
的
な
日
程
で
交
通

費
や
宿
泊
費
を
抑
え
て
、
地
域
に
も
学
生

に
も
優
し
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と

語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
４
日
に
は
朝
日
公
民
館
で

地
元
住
民
と
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
ら
は
住
民
か
ら
直
接
話
を
聞
き
、
地

域
の
魅
力
や
現
状
を
知
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

代
表
の
堀
金
さ
ん
は
「
上
福
井
区
長
に

掛
け
合
い
、
ぜ
ひ
や
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
で
今
回
実
現
し
た
。
大
学
生
が
や
り
た

い
こ
と
と
集
落
が
受
け
入
れ
た
い
こ
と
を

く
み
取
り
、
双
方
が
気
持
ち
よ
く
、
楽
し

ん
で
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
に
向

け
話
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
上
福
井
集

落
の
か
や
刈
り
や
山
道
普
請
な
ど
の
共
同

活
動
、
オ
ン
ベ
と
い
っ
た
伝
統
行
事
へ
の

参
加
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲学生と住民が熱心に意見を交わした交流会

▲泥上げする大谷さん（左）と堀金さん（中央）

▲故郷への思いと将来について語った
　堀金さん（中央）

▲清掃活動に取り組んだ学生らと上福井集落のみなさん
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�

恒　

夫

ア
カ
シ
ア
の
花
蜂は

ち

飼か
い

の
目
と
な
り
て

青
田
風
万
人
堂
へ
渡
り
く
る

�

修　

一

春
の
日
や
木
漏
れ
日
注
ぐ
秋
生
の
碑

つ
か
み
た
し
天
宮
の
空
夢
と
星

�

信　

雲
緩
み
呼
吸
す
る
ご
と
山
笑
う

目
に
染
む
や
ブ
ナ
の
新
緑
只
見
線

�

都　

秋
生
の
碑
青
空
へ
溶
け
る
山
つ
つ
じ

秋
生
の
碑
生
家
へ
続
く
青
葉
道

�

味
代
子

吟ぎ
ん

行こ
う

の
片
手
に
ス
マ
ホ
オ
キ
ナ
グ
サ

タ
ン
ポ
ポ
や
芝
生
を
走
る
綿
毛
か
な

�

一　

恵

何
見
て
も
友
の
面
影
河か

鹿じ
か

笛ぶ
え

翁
草
童
話
作
家
の
碑
の
そ
ば
に

�

真
理
子

祈
り
た
し
サ
ラ
サ
ド
ウ
ダ
ン
い
つ
ま
で
も

ゾ
ッ
ク
リ
の
若
菜
間
引
い
て
味
噌
汁
に

�

睦　

子

鳥
が
舞
う
そ
よ
風
そ
よ
そ
よ
花
吹
雪

春
が
す
み
畑
仕
事
に
精
を
出
す

�

尚　

幸

蛙
の
子
水
辺
を
は
ね
る
晴
れ
の
下

水
音
や
沢
の
上
舞
う
揚あ

げ
は
ち
ょ
う

葉
蝶

�

目
黒　

富
子

病
む
身
よ
り
言
葉
は
無
く
も
学
び
有
り
そ
れ
を
糧
と
し
日
々
を
送
り
ぬ

�

関
谷
登
美
子

只
見
小
校
庭
桜
満
開
や
陽
ざ
し
に
映
え
し
輝
き
見
ゆ
る

�

立
花　

奏
音

若
芽
萌
ゆ
園
庭
の
中
は
づ
む
声
息
子
の
向
か
ふ
は
初
夏
の
ひ
か
り
か

�

新
国
由
紀
子

つ
な
が
り
し
輪
切
り
の
ネ
ギ
を
持
ち
上
げ
て
に
こ
や
か
に
孫
は「
ネ
ギ
の
ト
ン
ネ
ル
」と

�

渡
部
ヨ
リ
子

生
い
茂
る
緑
の
な
か
に
紫
の
桐
や
藤
の
花
盛
り
と
な
れ
り

町
民
文
芸

只
見
短
歌
会　
令
和
八
年
五
月
詠
草

只
見
俳
句
会　
五
月
定
例
会
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電話番号

税

今
月
の
納
期

６
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

総務企画課
　総務係　企画係　財政係
� ☎ 82-5210
自然首都推進室（ただみ・ブナ
と川のミュージアム）
� ☎ 82-5963
� FAX 72-8356
町民生活課
　町民税務係� ☎ 82-5110
　生活安全係� ☎ 82-5100
保健福祉課
　保　健　係� ☎ 84-7005
　福　祉　係
　成年後見センター
� ☎ 84-7010
農林建設課
　農　林　係� ☎ 82-5230
　建　設　係� ☎ 82-5270
交流推進課
　観光交流係　商工労働係
� ☎ 82-5240
会　計　室� ☎ 82-5120
只見保育所� ☎ 82-2219
認定こども園� ☎ 84-2038
明和保育所� ☎ 86-2249
朝日診療所� ☎ 84-2221
（歯科）� ☎ 84-2612
こぶし苑� ☎ 84-2101
只見公民館� ☎ 82-2141
朝日公民館� ☎ 84-2111
明和公民館� ☎ 86-2111
教育委員会� ☎ 82-5320
学校給食センター� ☎ 84-7180
議会事務局� ☎ 82-5300
農業委員会� ☎ 82-5230

●
町
県
民
税
（
１
期
）

●
水
道
使
用
料
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
６
月
分
）

令
和
８
年
度
せ
せ
ら
ぎ

ス
ク
ー
ル
募
集
案
内

　

身
近
な
水
辺
環
境
を
見
直
し
、

水
環
境
保
全
へ
の
関
心
を
一
層
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、「
水
生
生
物

に
よ
る
水
質
調
査
」
の
参
加
団
体

を
「
せ
せ
ら
ぎ
ス
ク
ー
ル
」
と
し

て
募
集
し
必
要
な
資
材
を
提
供
し

ま
す
。

一
、
主
催

　

福
島
県

二
、
共
催

　

福
島
県
教
育
委
員
会

三
、
申
込
資
格

　

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
市

民
団
体
等
身
近
な
河
川
で
「
水
生

生
物
に
よ
る
水
質
調
査
」
を
実
施

で
き
る
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
、
申

込
団
体
の
人
数
は
問
い
ま
せ
ん
。

四
、
申
込
方
法

　
「
せ
せ
ら
ぎ
ス
ク
ー
ル
」の
活
動

を
希
望
す
る
団
体
は
、
環
境
創
造

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.fukushim

a-kankyosozo.
jp/seseragi-school.htm

l

）に

掲
載
さ
れ
て
い
る
申
込
フ
ォ
ー
ム
に

必
要
事
項
を
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
込
フ
ォ
ー
ム
で
の
申
し
込
み

が
で
き
な
い
団
体
は
、
お
問
合
せ

先
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

五
、
実
施
時
期

　

令
和
８
年
４
月
27
日（
月
）か
ら

10
月
16
日（
金
）ま
で
の
期
間
で
、

団
体
ご
と
に
都
合
の
良
い
時
期
を

選
び
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

六
、
申
し
込
み
締
切

　

令
和
８
年
９
月
30
日（
水
）

　

申
込
団
体
に
は
、
調
査
を
実
施

す
る
た
め
の
テ
キ
ス
ト
等
の
教
材

を
提
供
し
ま
す
。
資
材
発
送
の
都

合
上
、
実
施
予
定
日
の
10
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

七
、
調
査
結
果
の
提
出
方
法

◦
報
告
期
限

　

令
和
８
年
10
月
23
日（
金
）

◦
調
査
用
紙
（
電
子
デ
ー
タ
）
に

よ
り
福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ

ー
に
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
電

子
デ
ー
タ
で
の
報
告
が
で
き
な

い
団
体
は
、
お
問
合
せ
先
ま
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

総
務
企
画
部
企
画
課

〒
９
６
３
－
７
７
０
０

田
村
郡
三
春
町
深
作
10
番
２
号

☎
０
２
４
７
－
61
－
６
１
２
８

FAX
０
２
４
７
－
61
－
６
１
１
９

メ
ー
ル
：kansou-kikaku@

pref.fukushim
a.lg.jp

　

県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
相
談

や
要
望
、
県
民
生
活
に
関
す
る
相

談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

一
、
相
談
場
所

◦
福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

及
び
県
の
各
合
同
庁
舎
内
県
政

相
談
コ
ー
ナ
ー

※
南
会
津
合
同
庁
舎
に
お
け
る
面

接
相
談
は
、
毎
週
水
曜
日
に
予

約
制
で
行
い
ま
す
。
予
約
は
、

い
ず
れ
も
相
談
日
の
前
日
正
午

ま
で
で
す
。
予
約
が
な
い
場
合
、

面
談
は
実
施
い
た
し
ま
せ
ん
。

●
予
約
受
付
先

会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
－
８
９
９
－
７
２
４

環境創造センター
ホームページ

県
政
相
談
の
お
知
ら
せ

二
、
相
談
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時

三
、
県
政
相
談
専
用
電
話
等

　

南
会
津
地
方
に
お
住
ま
い
の
方

か
ら
の
電
話
相
談
は
、
会
津
地
方

振
興
局
ま
た
は
県
庁
で
受
け
付
け

ま
す
。

◦
県
庁
：
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

�

（
本
庁
舎
２
階
）

☎
０
１
２
０
－
８
９
９
－
７
２
１

ま
た
は

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
７
０
１
７

メ
ー
ル
：kenseisoudan@

pref.fukushim
a.lg.jp

◦
会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談
コ

ー
ナ
ー

☎
０
１
２
０
－
８
９
９
－
７
２
４

※
相
談
員
が
不
在
の
場
合
は
県
庁

で
受
け
付
け
ま
す
。
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県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損

害
賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

一
、
相
談
場
所

福
島
県
庁 

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

�

（
本
庁
舎
２
階
）

〒
９
６
０
－
８
６
７
０

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

電
話
に
よ
る
相
談
も
で
き
ま
す
。

二
、
相
談
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時

三
、
出
張
相
談
（
要
予
約
）

　

交
通
事
故
相
談
員
が
各
合
同
庁

舎
へ
出
向
い
て
相
談
を
受
け
付
け

ま
す
。
相
談
時
間
は
前
述
の
と
お

り
で
す
。
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

へ
電
話
に
て
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
合
せ
先

福
島
県
庁 

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
４
－
８
５
１
－
４
２
８
１

　

イ
ベ
ン
ト
周
知
や
啓
発
な
ど
を

目
的
と
し
た
の
ぼ
り
旗
を
、
福
島

県
が
管
理
す
る
道
路
敷
や
河
川
区

域
内
に
設
置
す
る
場
合
は
、
事
前

に
福
島
県
山
口
土
木
事
務
所
に
お

知
ら
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
事
前
連
絡
の
対
象

　

イ
ベ
ン
ト
周
知
（
ス
ポ
ー
ツ
大

会
、
地
域
行
事
、
祭
礼
等
）
や
各

種
啓
発
（
交
通
安
全
運
動
、
林
野

火
災
防
止
等
）
の
た
め
、
県
管
理

の
道
路
敷
（
三
桁
国
道
、
県
道
）

や
河
川
区
域
内
（
伊
南
川
、
只
見

川
な
ど
）
に
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す

る
場
合
。

二
、
連
絡
内
容
と
方
法

　

原
則
と
し
て
、
設
置
前
に
電
話

ま
た
は
メ
ー
ル
に
よ
る
連
絡
お
よ

び
設
置
箇
所
の
位
置
図
を
山
口
土

木
事
務
所
総
務
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

毎
年
定
例
的
に
実
施
す
る
も
の

は
、
年
度
当
初
に
ま
と
め
て
左
記

必
要
事
項
と
位
置
図
を
提
出
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
都
度
連
絡

は
不
要
で
す
。

▽
必
要
事
項

◦
設
置
日

◦
設
置
期
間

◦
設
置
箇
所

◦
設
置
主
体

◦
設
置
目
的

◦
設
置
本
数

三
、
そ
の
他

　

こ
れ
は
福
島
県
が
道
路
・
河
川

管
理
者
と
し
て
、
安
全
性
を
確
保

し
た
い
た
め
に
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

　

ま
た
、
の
ぼ
り
旗
を
設
置
す
る

場
合
に
は
、
飛
散
し
て
通
行
を
妨

げ
た
り
、
景
観
を
損
ね
た
り
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
安
全
性
を
十
分

に
確
保
い
た
だ
く
よ
う
併
せ
て
お

願
い
し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

福
島
県
山
口
土
木
事
務
所
総
務
課

☎
０
２
４
１
－
72
－
２
２
３
３

メ
ー
ル
：

yam
aguchi.doboku.soum

u
@
pref.fukushim

a.lg.jp

交
通
事
故
相
談
の
お
知
ら
せ

道
路
や
河
川
敷
に
の
ぼ
り
旗

を
設
置
す
る
と
き
は
手
続
き

が
必
要
で
す

国
立
県
営
宮
城
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校

令
和
８
年
度
受
講
生
募
集

　

本
校
は
、
東
北
唯
一
の
国
立
県

営
の
障
害
者
を
対
象
と
す
る
公
共

職
業
能
力
開
発
校
で
す
。
こ
の
度
、

次
の
と
お
り
令
和
８
年
度
受
講
生

の
入
校
選
考
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

一
、
科
名

　

①
パ
ソ
コ
ン
基
礎
科

　

②
職
域
開
発
科

二
、
募
集
定
員

　

①
定
員
５
人

　

②
定
員
10
人

三
、
訓
練
期
間

　

令
和
８
年
10
月
６
日（
火
）か
ら

　

令
和
９
年
３
月
10
日（
水
）ま
で

四
、
募
集
期
間

　

令
和
８
年
７
月
１
日（
水
）か
ら

　

令
和
８
年
７
月
31
日（
金
）ま
で

五
、
選
考
日

　

①
令
和
８
年
９
月
２
日（
水
）

　

②
令
和
８
年
８
月
26
日（
水
）

六
、
選
考
場
所

　

宮
城
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
仙
台
市
青
葉
区
台
原
５
丁
目

15
－
１
）

七
、
募
集
対
象

①
重
度
視
覚
障
害
者
で
身
体
障

害
者
手
帳
所
持
者
ま
た
は
手

帳
申
請
中
の
方

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

所
持
者
ま
た
は
手
帳
申
請
中

の
方

八
、
そ
の
他

　

費
用
・
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
当
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

寮
を
希
望
の
方
に
は
、
選
考
日

に
入
寮
審
査
も
併
せ
て
実
施
い
た

し
ま
す
。

●
お
問
合
せ
先

国
立
県
営
宮
城
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校

☎
０
２
２
－
２
３
３
－
３
１
２
４

FAX
０
２
２
－
２
３
３
－
３
１
２
５

メ
ー
ル
：

syokn@
pref.m

iyagi.lg.jp
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※
編
集
時
点
に
お
い
て
の
開
催
予
定
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
各
問
合
せ
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
昭
和
55
年
の
創
業
か
ら
45
年
以
上
、
下

地
か
ら
板
金
、
塗
装
ま
で
屋
根
に
関
す
る

こ
と
は
何
で
も
こ
な
す
「
印
南
板
金
」。

雪
国
・
只
見
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
屋

根
の
仕
事
に
携
わ
る
印
南
春
樹
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

─
会
社
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
主
に
一
般
住
宅
の
建
築
板
金
塗
装
を
行

っ
て
い
ま
す
。
現
在
は
初
代
の
父
、
母
（
事

務
）
、
自
分
、
従
業
員
１
人
の
計
４
人
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
二
代
目
と

し
て
父
の
後
を
継
ぐ
た
め
、
資
格
勉
強
も

只見町商工会
連携企画

た
だ
み
の
今
を
支
え
る
人
た
ちさん

印
南
板
金　

印
南
春
樹

し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
父
に
近
づ
け
る

よ
う
に
、
い
ず
れ
は
追
い
越
せ
る
よ
う
に
、

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
」

─
会
社
を
継
ぎ
た
い
と

思
っ
た
き
っ
か
け
は
？

「
小
さ
い
頃
か
ら
父
の
現
場
に
行
っ
た
り
、

加
工
の
手
伝
い
を
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
４
年
生
の
頃
か
ら
将
来
の
夢
は
屋

根
屋
さ
ん
に
な
る
こ
と
で
し
た
。
大
学
卒

業
後
は
東
京
で
就
職
し
ま
し
た
が
、
父
の

病
気
を
き
っ
か
け
に
地
元
に
戻
り
、
父
の

も
と
で
屋
根
屋
を
始
め
ま
し
た
」

─
日
々
の
仕
事
で

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

「
小
さ
な
屋
根
か
ら
大
き
な
屋
根
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
が
あ
り
ま
す
。
屋
根
を

一
つ
一
つ
丁
寧
に
仕
上
げ
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
父
か
ら
は
『
ど
ん
な
現
場

で
も
丁
寧
に
仕
上
げ
る
』
姿
勢
を
教
わ
り

ま
し
た
。
多
く
の
業
者
の
中
か
ら
印
南
板

金
を
選
ん
で
く
だ
さ
っ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
仕
事
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
」

─
地
域
と
の
関
わ
り
や
只
見
町
で
の

活
動
で
感
じ
て
い
る
こ
と
は
？

「
現
場
に
行
く
と
、
私
が
小
さ
か
っ
た
頃

の
話
や
昔
の
思
い
出
を
語
っ
て
く
だ
さ
る

６
月
下
旬
～
７
月

イ
ベ
ン
ト
情
報

方
が
多
い
で
す
。
現
場
が
終
わ
っ
て
か
ら

も
、
家
庭
菜
園
で
採
れ
た
野
菜
を
届
け
て

く
れ
る
方
も
い
ま
す
。
東
京
で
働
い
て
い

る
時
に
は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ

た
、
人
と
人
の
繋
が
り
を
毎
日
感
じ
て
い

ま
す
。

　
お
客
様
に
は
お
礼
と
し
て
、
銅
板
や
ア

ル
ミ
で
で
き
た
折
り
鶴
を
お
渡
し
し
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
細
か
い
板
金
加
工
も
、

実
は
資
格
取
得
の
一
環
と
し
て
必
要
な
技

術
な
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
育
て
て
い
た

だ
い
た
只
見
町
の
た
め
、
少
し
で
も
助
け

に
な
れ
ば
と
『
恩
』
の
気
持
ち
を
大
切
に
、

日
々
仕
事
し
て
い
き
た
い
で
す
」

○
印
南
板
金

住
所
：
只
見
町
小
林
字
上
前
田
３
８
１
―

５

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
４
１
―

86
―

２
５
４
６

屋
根
で
お
困
り
の
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る
方
、
随
時
従

業
員
募
集
中
で
す
。

６
月
20
日（
土
）

「
モ
ン
ベ
ル
×
只
見
町

�

カ
ヤ
ッ
ク
無
料
体
験
会
」

　
お
ひ
と
り
で
も
ご
家
族
で
も
楽
し
め
る
カ
ヤ
ッ
ク
体
験
会

を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
時
間
】
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

【
場
所
】
田
子
倉
湖
（
田
子
倉
レ
ー
ク
ビ
ュ
ー
集
合
・
受
付
）

【
内
容
】
体
験
は
１
回
あ
た
り
45
分
と
な
り
ま
す（
説
明
・
会

場
ま
で
の
移
動
含
む
）。

　
第
１
部
か
ら
第
５
部
の
中
か
ら
選
ん
で
予
約
く

だ
さ
い
。
各
部
最
大
16
人
（
先
着
順
）
で
す
。

　
第
１
部 

午
前
10
時
～　
第
２
部 

午
前
11
時
～

　
第
３
部 

午
後
１
時
～　
第
４
部 

午
後
２
時
～

　
第
５
部 

午
後
３
時
～

【
対
象
年
齢
】
４
歳
以
上

※
４
歳
～
中
学
生
未
満
の
お
子
様
は
保
護
者
同
乗
で
の

２
人
乗
り
と
な
り
ま
す
。

【
予
約
・
申
込
方
法
】

　
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
】
雨
天
時
は
６
月
21
日（
日
）に
順
延

【
問
合
せ
先
】
只
見
町
交
流
推
進
課

�

（
℡
０
２
４
１
︱

82
︱

５
２
４
０
）

６
月
27
日（
土
）、
７
月
25
日（
土
）

「
民
話
茶
屋
」

　
只
見
町
で
語
り
継
が
れ
て
き
た
昔
ば
な
し
を
只
見
町
昔
ば

な
し
の
会
の
方
々
が
只
見
弁
で
語
り
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
10
時
30
分
～

【
場
所
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

い
ろ
り
の
間

【
問
合
せ
先
】
た
だ
み
・
モ
ノ
と
く
ら
し
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

�

（
℡
０
２
４
１
︱

86
︱

２
１
７
５
）

▲金属板を加工してできた精巧な折り鶴

▲現場で施工を進める印南さん（右）

16



町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

あ
と
が
き

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

▽
取
材
を
通
じ
て
、
改
め
て
山
の
事

を
知
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

だ
け
豊
か
な
自
然
、
山
々
に
囲
ま
れ

て
い
な
が
ら
、
ど
う
し
て
私
は
山
に

行
か
な
い
の
だ
ろ
う
（
た
ま
～
に
登

山
は
し
ま
す
が
）。
た
く
さ
ん
山
に

入
っ
て
「
山
を
覚
え
る
」
こ
と
が
で

き
た
ら
か
っ
こ
い
い
な
！

▽
鳥
獣
被
害
は
す
ぐ
に
解
決
す
る
問

題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
。
取
材
に
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。�

（
滝
沢
）

（4月26日～5月25日届出分）敬称略

転入　３３　転出　１９　出生　１　死亡　３

令和８年５月１日現在
人　　口　３，３７６（＋１２）
　 男 　　１，６８５（＋　３）
　 女 　　１，６９１（＋　９）
世 帯 数　１，４５４（＋２１）
高齢化率　　　　　４８．５％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

★青天

★ミニマリストを挫折した人に読んでほしい、
いる物・いらない物がスッキリわかるワークブック

�【著】若林正恭（文藝春秋）
　人にぶつかっていないと、
自分が生きているかどうか
よくわからなくなる――
　総大三高の「アリ」こと
中村昴が所属するアメフト
部は、万年２回戦どまり。
相手校の練習を隠し撮りし
て迎えた高３の引退大会で
は、強豪・遼西学園に打ち

�【監修】阪口ゆうこ（宝島社）
　ミニマリスト歴10年の
阪口ゆうこさんの「過不足
ない」「自分にとってちょう
どいい」暮らしは、いいこ
とづくめ。何より気分がよ
く、ハッピーでいられます。
とは言っても、「過不足な
い」や「ちょうどいい」量
や種類を計算するのってと

破れた。引退後、みなが受験に向かうなか、勉
強にも気持ちが入らず、不良になる覚悟もない
まま宙ぶらりんの日々を過ごす。自分自身の不
甲斐なさにもがき続けるなかで、アリは再びア
メフトと向き合う決意を固める。
　オードリー・若林正恭、青春の苦みと悦びに
満ちた、渾身の初小説。

ても難しいもの。ここで挫折してしまう人も多
いかもしれません。……そのつまずきを無理な
く越えられるよう、一緒に「ちょうどいい」を
探すのがこの本のテーマです。

■お誕生おめでとうございます
皆
みな

川
かわ

　希
き

鳴
なり

（男／範仁・安衣里）	 黒　谷

■おくやみ申し上げます
目　黒　レ　イ　　91歳　　只　見
星　　　素　行　　95歳　　黒　谷
長谷部　伸　子　　93歳　　只　見
横　山　クメノ　　95歳　　楢　戸

○朝日公民館ではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日公民館

図書紹介
朝日公民館図書室

☎84－2111
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※
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

※
環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
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只見町ブナセンター通信
Vol. 15

ふるさと館田子倉（火曜日休館）
只見町大字只見字田中1299番地
TEL/FAX　0241-72-8466

ふるさと館田子倉で
伝承文化体験ができます
　只見町ブナセンター付属施設のふるさと館田子倉は、田子倉ダム建設時にダム湖に
沈んだ田子倉集落の自然と生活・文化を伝える資料館です。
　５月から伝承文化体験として、４つの体験ができるようになりました。

①　編み組体験
下準備のいらないクラフトテープを使いストラップを作ります。

②　ぜんまい綿のストラップ作り
ぜんまいの綿とどんぐりの帽子を使いストラップを作ります。

③　クラフトキット体験
ブナ材を使って、キーホルダーやブローチが作れます。

④　綿繰り体験
綿繰り機を使って、会津木綿の綿の種取り作業ができます。

　①②③の体験料は各400円。④は無料です。小さいお子さんが体験できるよう塗り
絵も用意しています。館内見学には入館料が必要ですが（ただし、只見町内の小・中・
高校の児童・生徒の入館料は無料）、体験のみ、休憩室は無料でご利用いただけます。
　休憩室だけのご利用も歓迎しております。ふるさと館田子倉へぜひお越しください。

▲綿繰り体験

▲体験してくれた子どもたち

▲編み組体験 ▲ぜんまい綿のストラップ ▲ブナ材クラフト体験
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